
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！

・・・
・・・

茨 木 童子
化 身

土 井  学
吉 政  友 也

・・・
・・・

式 神
善 兵 衛

佐 上  友 貴
加 藤  塁

源 頼 光
渡 部 綱
阿倍清 明

・・・
・・・
・・・

井 上  一
原  幸 一
菊 川  勇 樹

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

本 西  満 明
陣  星 輝
川本  日菜子
佐 上  季 恵

　平安時代中期、京の都・一条戻橋辺りに夜な夜な鬼が現れては庶民を苦しめていました。
　都の守・源頼光（みなもとのらいこう）は四天王の一人・渡辺綱（わたなべのつな）に陰陽師・安部清明（あべのせいめい）に戻橋
辺りの様子を聞いて鬼退治をするように命じます。綱は清明から『式神（しきがみ）』という清明の手足として自由に操れる陰陽師
の鬼人を受け取り戻橋へと向かい、一人の姫と出会います。綱は五条大宮まで連れて行って欲しいと頼まれ、道中ふと川面を見る
と、川面には妖気漂う恐ろしい鬼女の顔が映し出されました。
　正体を見破られた姫は鬼へと姿を変え、綱にい襲いかかりますが、綱は清明に渡された式神と共に鬼と大激闘の末、鬼の左の腕
を切り取ります。腕を切り落とされた鬼はやむなく大江山へと逃げ帰っていくという物語です。

第二幕『戻り橋』（もどりばし）

・・・
・・・

胡蝶（化生）
鬼

本 西  満 明
吉 政  友 也

・・・
・・・
・・・
・・・

源 頼 光
渡 部 綱
占部 季 武
碓 井貞 光

菊 川  勇 樹
土 井  学
原  幸 一
佐 上  友 貴

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

加 藤  塁
陣  星 輝
森 泉  侑 子
佐 上  季 恵

　大和の国を一望する葛城山に棲み付き、天下を撹乱（かくらん）しようとする土蜘蛛の精魂が、都の守・源頼光（みなもとのらい
こう）へ忍び寄ります。
　時に頼光は病に伏し、頼光の美しい侍女・胡蝶（こちょう）が典薬（てんやく）の守から薬を持ち帰るところを、土蜘蛛の精魂は
襲います。そして、胡蝶になりすますと、頼光に毒薬を薬と偽って飲ませます。
　しかし、頼光に正体を見破られ、伝家の宝刀「膝丸（ひざまる）」で一太刀浴びた土蜘蛛の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光は、我が身を救った宝刀「膝丸」を「蜘蛛切丸（くもきりまる）」と改め、四天王にこの刀を授け土蜘蛛退治を命じます。四天
王は、葛城山へ向かい精魂の妖術に立ち向かい、壮絶な戦いの果てに成敗するという物語です。

第一幕『土蜘蛛』（つちぐも）

大森神楽団プロフィール ～広島市佐伯区～
大森神楽団は、広島の奥座敷・湯来温泉でお馴染みの広島市佐伯区湯来町、大森八幡神社を氏神社として、現在まで百数十
年の歴史を持つ神楽団です。もともと佐伯区一帯に古くから伝わる「十二神祇」という神楽を継承してまいりましたが、団員
の高齢化、後継者の減少に対応するため、平成六年からは矢上系山県舞（六調子旧舞）、平成七年からは阿須那系高田舞（八
調子新舞）を導入いたしました。これをきっかけに団員数も増え、次第に活気溢れる神楽団へと変わっていきました。今では
後援会やファンの方々に支えられ、多数のイベント・大会に出演させて頂いております。これからも伝統の火を絶やすことな
く、感動してもらえる『大森神楽』を確立できるよう、団員一同日々精進してまいりたいと思います。まだまだ未熟な神楽団で
すので、皆様の温かいご指導とご支援をいただきますよう、何卒よろしくお願いいたします。

おおもりかぐらだん


